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43 再生可能エネルギー事業の規制に係る法整備について 

平成24年７月に固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）が創設されて以降、再生可能エネルギ

ーの導入が急速に進み、なかでも、太陽光発電の導入は大幅に拡大しており、立地に伴う

土砂の流出や濁水の発生、景観への影響など様々な問題が全国各地で生じている。 

本市においても、太陽光パネル設置のため、住宅地に近い山林の伐採が行われ、周辺環

境の悪化や景観の阻害など、地域住民の住環境への悪影響や土砂災害の発生が懸念される

事例が生じているほか、風力発電や地熱発電などの再生可能エネルギー発電設備の設置に

関する相談が事業者から寄せられている。 

現行の「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法（以下、

「ＦＩＴ法」という。）においては、再生可能エネルギー発電事業者の事業計画を認定す

る制度となっており、その認定の条件として関係法令を遵守することなどが規定されてい

るところであるが、関係法令においては一定の規模以上の事業を規制対象とするなど限定

的であることにより、上記のような課題の抜本的な解決には至っていない。 

特に、関係法令の一つである環境影響評価法では、太陽光発電事業は環境影響評価の対

象外となっており、また、風力・地熱発電事業については環境影響評価の対象となるのは

出力１万kW以上の事業などと限定されていることから、対象事業の種類・規模の拡大を要

望する。 

さらに、国は、再生可能エネルギー発電事業者が事業を行うに当たっての遵守事項及び

推奨事項を記載した「事業計画策定ガイドライン」を策定し、これに従った適切な事業実

施を事業者に求めている。しかしながら、当該ガイドラインにおいては、防災や環境保全、

景観保全について配慮することや、自治体への相談、地域住民への説明などの記載がある

ものの、当該ガイドラインへの記載についてはＦＩＴ法及び同法施行規則の条文に基づく

ものではなく法的拘束力がないと考えられることから、防災や環境保全、景観保全等の観

点から立地を法的に規制することが困難な状況となっている。 

よって、事業者が太陽光や風力、地熱発電など再生可能エネルギー発電事業を実施する

場合において、その立地場所の選定に関して防災や環境保全、景観保全等の観点から国又

は地方公共団体が規制を及ぼすことが可能となるよう、ＦＩＴ法の改正など所要の法整備

を講じるよう要望する。 
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５ 道路ネットワークの充実に伴う 

観光振興について





【今年度第１四半期(４月～６月)における取り組み】
・毎月第３水曜日に構成団体(観光協会、ふるさと公社、宿泊施設等)の事務レベル責任者で
構成する「戦略会議」を開催し、前月の取り組みチェックと当月以降の活動に関する情報共
有と課題解決に向けた協議を重ねています。

・本年３月に作成した「遠野市観光推進協議会観光アクションプラン」に基づき、具体的テーマ
を掲げた５つの部会を編成し、取り組みを開始しました。

【過去３ヶ年の４月～６月の観光入込推移】

年度 ４月 ５月 ６月 計

H29
116,736
(4,916)

188,043
(5,988)

141,635
(5,683)

446,414
(16,587)

H30
144,015
(5,043)

159,367
(5,362)

148,329
(4,966)

451,711
(15,371)

R01
148,414
(5,553)

185,681
(5,840)

137,351
(5,442)

471,446
(16,835)

昨年度取り組んだ「道の駅遠野風の丘創業２０周年感謝祭」を通じたＰＲ展開、道路ネットワー

クの充実やＧＷの１０連休の後押しもあり、市内入込数、宿泊数はともに対前年比観光客入込約
４％、宿泊者約９％の増加となっています。

上段：入込人数、下段( )内：宿泊者数
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遠野市観光推進協議会の活動状況と今後の計画について

資料No.１

【部会活動状況】
・ ５つの部会の今年度これまでの活動状況は次のとおり。

項目 マーケティング 広域連携 インバウンド 情報発信・営業 おもてなし

構成

遠野テレビ、ホ
テル衛星組合、
商工会、施設管
理サービス、ふ
るさと公社

ふるさと公社、
㈱遠野、観光協
会、畜産公社、
めがねばし直売
所

教育文化振興
財団、㈱遠野、
山里暮らしNW、
ふるさと公社

商工会、観光協
会、文化研究セ
ンター、ふるさと
公社、㈱遠野

遠野交通、ＪＡ、
畜産公社、山里
暮らしNW、柏木
平レイク

目標
データに基づく
観光施策

ビッグイベントを
介したハブ化

ターゲットはFIT
遠野らしい誘客

効果的な情報発
信と営業活動

次につながる遠
野ファン増加

計画
基礎データ整備、
戦略立案

ＳＬ銀河、RWC、

復興プロジェクト
での連携発信

花巻、平泉と連
携したプロモー
ション

四季のイベント
ＰＲ(チラシ、キャ
ラバン、営業)

ブラジルブライ
ンドサッカー
チーム歓迎

実施内容

・道の駅での来
場者量調査
⇒ 70％は岩手・
盛岡ナンバー

・馬力大会勝ち
馬投票券分析
⇒ 367サンプル
※来場6,500人

盛岡圏域か
らの来場が目
立つ

・ＳＬもてなし
・大型客船利用
客誘致(宮古市
との連携9/22
立寄決定)
・県内道の駅連
携物産展7/27
・RWCパブリック
ビューイング

・観光協会HP製
作
・熊野ビューロ
視察
・観光誘致商談
会

・「夏秋だより」
「物産展RWC」
「各種イベン
ト」チラシ、SNS
での情報発信、
営業活動

・カッパ淵への
ガイド配置によ
る満足度アップ

・市内宿泊者へ
の夜神楽紹介
・ブラジル歓迎
ペナント配置
・ブラジル歓迎
BGM放送
・指差しもてなし
パネル構成団
体へ配置



【年度内月別入込状況】
・過去3年(H28～H30)の状況。8月にピーク、冬期間、特にも1月から2月にかけ大きく減少。

【観光目的以外の来訪者】
・観光目的以外(スポーツ、登山、視察等)の主な来訪者(下表はH28実績)は次のとおり。

項目 人数 宿泊
比率 備考

スポーツ 36,586
(内サッカー 29,222人)

△
出典:指定管理者
屋内運動施設 2,934人(内サッカー 980人)
屋外運動施設 32,012人(内サッカー 28,242人)
じんぎすかんマラソン 1,640人

登山 14,496 ○ 出典:市担当部 早池峰山登山人数

コンベンション(市民センター) 11,980 △ 出典:市担当部
大ホール市外参加者含むイベント人数。※混在

視察 2,004 ○ 出典:市各部
行政 451人、議会 195人、学校 445人、民間 610人

遠野市観光推進協議会 観光アクションプラン 【平成３１年３月】

コンセプト

「遠野と全国の差別化（ブラン
ド）」

「遠野ファンの獲得（リピーター）」

遠野市の観光の現状と課題

〇観光客入込客数・宿泊者数の減少 〇観光資源の未活用

〇各旅行ニーズに応じた情報発信不足 〇観光客の消費額が低い

〇外国人観光客の増加の対応 〇滞在型の観光客が少ない

アクションプラン５つの柱

Plan１ マーケティング事業

Plan２ 広域連携事業

Plan３ インバウンド受入事業

Plan４ 情報発信・営業活動事業

Plan５ おもてなし整備事業

※第2次遠野市総合計画より

コンセプトの方向性
○遠野ならではのおもてなし（食・郷土芸能）
〇観光資源の有効活用
〇観光商品の開発とプロモーション活動の展開
〇観光客に向けた効果的なイベントの展開

ターゲット

〇外国人観光客（インバウンド） 〇岩手県民

〇遠野市出身者及び親族等 〇関東圏 〇仙台圏

1 ○ ○ ○ ○   ○
（⾃然・野菜）

○

2 ○ ○ ○ ◎

3 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

5 ○ ○
（⾺）

6 ○ ○ ○
（国際交流）

7 ○ ○ ◎
（⺠泊）

8 ◎

9 ○ ◎ ○
（神楽・昔話）

10 ○ ○ ○

11 ○ ◎

12 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

13 ◎

14 ○ ○
（スポーツ）

15 ○ ○ ○ ○ ○

遠野交通㈱

(⼀社)遠野市畜産振興公社

宿泊施設 ⼟産開発 ⼆次交通
団体名

施設整備 イベント 情報発信 観光案内

遠野市

花巻農業協同組合

遠野商⼯会

(⼀社)遠野市観光協会

(⼀社)遠野ふるさと公社

広域連携

遠野市観光推進協議会構成団体それぞれの機能

めがねばし直売所

㈱遠野テレビ

遠野施設管理サービス

(⼀財)遠野市教育⽂化振興財団

認定NPO法⼈遠野 ⼭・⾥・暮らしネットワーク

県旅館ホテル⽣活衛⽣同業組合遠野⽀部

㈱遠野

柏⽊平レイクリゾート㈱

機能

⾷ 事業⽀援
№

コンテンツ



2年間(2019年・2020年)の重点項目

遠野市観光推進協議会 観光アクションプラン 【平成３１年３月】

２年間の重点項目（キーワード）
◆ 宮古・室蘭間のフェリー就航開始
◆ 立丸峠トンネルの共用化
◆ いわて花巻空港国際線（台湾・上海）の定期便発着
◆ 東北横断自動車道釜石秋田線の全線開通
◆ 三陸鉄道リアス線全線開通
◆ ラグビーワールドカップ2019釜石大会
◆ 三陸防災復興プロジェクト2019
◆ 「視覚障害者５人制」サッカーブラジル代表事前合宿
◆ 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催

撃って出る！迎え撃つ！遠野の観光産業へ

2019年度・2020年度の重点項目（イベント等の対応）のほか、コンテンツ、商品開発や情報
発信、セールス活動など今後の観光産業を長期的に見据え、５つの柱で事業展開を図る。

Plan１

マーケティング

Plan２

広域連携

Plan３

インバウンド受入

Plan４

情報発信・営業活動

Plan５

おもてなし整備

マーケティング事業部会 ～相手の気持ちを理解して～

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画

実施内容

課題等

春 夏 秋 冬

・季節のアンケート（風の丘で春夏秋冬）

・イベントアンケート（馬力大会・ホップ収穫祭・遠野まつり・遠野ふゆ物語）

・人介によるアンケートは

困難

・季節のアンケートはQRコードアンケートにより集計作業の省力化（ノベルティはマイバック「カッパのエサ入れ」）

・イベントアンケートは（勝ち馬投票券等で回答者の負担軽減）

・馬力大会367サンプル

盛岡市民16％、花巻13％

60歳以上が58％（盛岡へ紙面媒体での発信が有効）

・来遠車両ナンバー調査（風の丘3連休の中日、パーク＆ライドで実施）

・7/14来遠車輛230台

岩手№56％、盛岡№13％

（ラジオを使った発信が有効）

・7/27運動公園来場車両393台

岩手№41％、盛岡№14％

（ラジオを使った発信が有効）

≪全体計画≫

≪８月以降の主な取り組み≫

項 目 時 期 内 容

来訪者アンケート
ホップ収穫祭、遠野まつり、
ふゆ物語開催時

・協力いただける環境整備
⇒ＱＲコードアンケート活用、ノベルティ準備
集計作業効率化

車両ナンバー調査
３連休の２日目
11:00、14:00の２回実施

・車両ナンバー把握⇒来訪者居住エリアの把握

調査結果の活用 調査結果分析後 ・調査結果分析⇒他部会への報告・事業提案



広域連携事業部会 ～道路ネットワークを活かした面的連携～

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画

実施内容

課題等

春 夏 秋 冬

・SL銀河おもてなし

・RWC対応

7/27風の丘パブリックビューイング

9/25とぴあパブリックビューイング

10/13産業まつりパブリックビューイング

・連携道の駅物産展（6/23・7/27）

・パブリックビューイング（7/27・9/25,10/13）

・パーク＆ライド会場での遠野情報提供

・SL銀河おもてなし（町婦恊、和装を楽しむ会、ざしきわらし隊）

・ＲＷＣ会場では遠野誘客チラシの配布禁止となっている。別の誘客手段が必要

・試合当日自家用車両利用者向けにラジオＣＭ放送を進める

・パーク＆ライド会場で施設優待券配布（住所、年代、性別確認）検討

・RWC対応（試合当日のラジオＣＭ実施）

・鉄道フェスタ（1/18・19）

≪全体計画≫

≪８月以降の主な取り組み≫

項 目 時 期 内 容

遠野まつり対応 ポスター・チラシ納品後
・近隣市町観光施設・宿泊施設での情報発信
⇒近隣市町からの誘客へ結び付ける

RWC対応
9/25 フィジー VS ウルグアイ
10/13 ナミビア VS カナダ

・パブリックビューイング会場設置
・パーク＆ライド会場での遠野情報提供
・内陸⇔会場のライナーバス対応⇒ラジオＣＭ

遠野ふゆ物語対応 チラシ納品後
・近隣市町観光施設・宿泊施設での情報発信
⇒近隣市町からの誘客へ結び付ける

インバウンド受入事業部会 ～リアルジャパン = 遠野市～

≪全体計画≫

≪８月以降の主な取り組み≫

項 目 時 期 内 容

海外プロモーション 11月・12月
・花巻、遠野、平泉観光推進協議会や台北マラソンでの営
業展開 ⇒遠野市の認知度アップを図る

SNSによる情報発信 随時
・多言語ＰＲ動画等を活用した情報発信
⇒ 観光協会HP、FB等での閲覧環境整備・情報発信

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画

実施内容

課題等

春 夏 秋 冬

・海外プロモーション活動（通年）

・観光協会HP制作

・先進地視察

・インバウンド誘致商談会参加

・海外学生向け研修プログラム

・誘致商談会は満席で参加できず

・個別のルートを模索する必要性がある

・フランス人観光客招致（8/4・5予定）

・インド人研究者招致(9月予定）

・台湾営業（11/11・12平泉・花巻推進協議会）

・台湾営業（12/8.・9台北マラソン）

・「日本的夜市」企画発信

・欧米豪FIT向け「花嫁行列」企画SNS発信

・ベジタリアンに対応した食事提供検討



情報発信・営業活動事業部会 ～新たな遠野の魅力発信～

≪全体計画≫

≪８月以降の主な取り組み≫

項 目 時 期 内 容

ＰＲ宣伝 随時
・情報発信チラシ等による定期的ＰＲ
⇒チラシ、SNS等を介してＰＲ宣伝活動継続

現地解説の充実 随時
・カッパ淵ガイド ・語り部くんによる解説
⇒カッパ淵、伝承園の理解度、満足度UPへ

遠野ふゆ物語等 ２月・３月
・まちなかテーマパーク化による賑わい創出
⇒ひな祭り、昔話まつり、どべっこまつりをベースに枠組協議

・ＪＲ「行くぜ東北」企画へ「夜のふるさと村体感ツアー」提案中

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画

実施内容

課題等

春 夏 秋 冬

「夏・秋だより」チラシ作成配布・営業活

動
「冬だより」チラシ作成配布・営業活動

夏のキャラバン活動
「春だより」チラシ作成配布・営業活動 「夏・秋だより」チラシ作成配布・営業活

動

・東京エージェント訪問（5社）

・クルーズ客船立立寄り誘致

・クルーズ客船立立寄り誘致（9/22予
定）
・カッパ渕ガイドさん配置
（7/27・28、8/）
・音声ガイド「語り部くん」のリニューアル
と試験実施（伝承園）
・北海道修学旅行誘致説明会参加
（8/7・8）

・カッパ渕のガイド説明が必要である。
（エージェント指摘）

・遠野ふゆ物語のさらなるテーマパーク化（2/22～3/3）発信

（まちなか馬車運行、市内産直漬物市、語り部スポット、ミニ産業まつり）

・盛岡圏にターゲットを絞り、情報誌での発信を進める（マシェリ）

もてなし整備事業部会 ～来訪者の満足度アップへ～

≪全体計画≫

≪８月以降の主な取り組み≫

項 目 時 期 内 容

インバウンド対応(全般) 随時
・緊急時(災害発生、ケガ、急病等)の対応方針
⇒先進地事例を参考とし、本市での対応方針を検討する

インバウンド対応(施設) 随時

・４月の豪華客船OPツアーふるさと村で受入れ結果対策
⇒課題点を分析し、改善を図る

・スムーズなコミュニケーションへ
⇒既に観光施設等へ配置している音声翻訳タブレットの活
用再徹底と指差しコミュニケーションパネルの配置

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画

実施内容

課題等

春 夏 秋 冬

・ブラジルチーム歓迎ペナント作成

・インフォメーション看板作成

・夜神楽実演（5/3～5）

・夜神楽実演（7/13・20・27・8/3・10・17・24）

・観光施設清掃（4月）

・市民向けブラジル歓迎啓発チラシ

配布

・歓迎ペナント設置（6月）

・ブラジル歓迎BGM放送（7/4～17）

（駅前、一日市通）

・観光施設点検（9/27予定）

・観光施設の環境整備が一律になっ
ていない。

・春と秋の清掃が必要である。



今後予定されている主要イベントでの取組み

イベント名 期 日 内 容 協議会の役割 市担当課の役割

ホップ収穫祭
8/24
25

・イベント来場者調査
・市内土産店立寄り策展開

・アンケート調査
・立寄り策検討

・立寄り策協議

遠野まつり
9/21
22

従来の遠野まつりに加えて花嫁行列
披露（インバウンドプロモーションビデ
オ撮り）

・コース設定
・キャスト・スタッフ手配
・運営プロデュース

・企画、キャストの助言
・花嫁行列の由来解説

大型客船宮古
港立寄り

9/22
オプショナルツアーで遠野へ
遠野まつりへの立寄り予定 ・4月対応の改善点実行 ・関係機関と事前協議

RWC(1日目) 9/25 ・パーク＆ライド場（運動公園）での遠
野立寄りチラシ配布
・当日のラジオCM放送
⇒ ターゲットはライナーバス利用者

・パブリックビューイング

・簡易アンケート実施
・優待券配布
・優待券配布CM放送
・車両ナンバー調査

・市内誘客方法協議
・CM効果検証

RWC(2日目) 10/13

産業まつり
10/12

13
・イベント来場者調査
・市内土産店立寄り策展開

・アンケート調査
・立寄り策検討

・立寄り策協議

遠野ふゆ物語
2/22
～3/3

昔話、ひな祭りに加えてミニ産業まつ
り展開（テーマパーク）
・遠野物語刊行110周年企画
・馬車運行
・市内産直加工品販売
・JAの取組み紹介
・お寺めぐり 他

・情報、営業部会での枠
組み決定

・各イベントの運営プロ
デュース

・関連部署との協議

【今後の取り組み】
≪共通≫
・ 【ニーズの把握】⇒求められているのは「モノ」から「コト」へ。
・ 【低迷期の底上げ】⇒全体の集客力アップ。特にも冬期間の集客力向上へ。
・ 【ターゲットを絞った的確なアプローチ】
⇒盛岡圏域を中心とした「県内」、宮城県仙台圏を中心とした「隣県」へのアプローチ。

・ 【リピーター創出】⇒観光目的以外(スポーツ、登山、視察等)の来訪者へのアプローチ。

≪部会別≫
１マーケティング
・部会で取り組む各種アンケート集計結果から「県内」、「隣県」への周知策強化を進める。
・直近としては、遠野まつりの告知活動を盛岡圏で展開し、その結果を検証する。

２広域連携
・部会構成団体を中心としたＳＬ銀河もてなし活動の継続。
・大型客船利用客への対応をはじめ、沿岸市域からの新たな誘客を目指す。
３インバウンド
・花巻市、平泉町との連携を継続し面的な取り組みを進める。
・キャッシュレス環境整備について協議を進める。
・台湾での営業活動に「日本的夜市」と題してイベント時の屋台を特集したチラシにて周知。
４情報発信・営業
・「遠野ふゆ冬物語」のさらなるテーマパーク化を推し進め、まちなかの賑わい創出を強化。
・ ＪＲの「行くぜ東北」企画へのアプローチ。「夜のふるさと村体感ツアー」造成。
５もてなし
・各種事業を展開する上で、来訪者に優しく・満足時アップを目指した環境整備を目指す。

内陸と沿岸の「結節点」から「立ち寄りたい遠野＝目的地」を目指します。



 

 

７ 遠野ローカルベンチャー事業の取組状況と 

成果について





地域おこし協力隊制度について 【総務省公表資料】１

１

遠野ローカルベンチャー事業の概略図

地
域
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度

地
域
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事
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つ
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た
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住
し
た
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都
市
部
の
人
材

まちの人事部

［役割］
・PR / マッチング
・受入環境整備
・インキュベーション

プログラムの開発運営
・メンター陣の確保
・予算マネジメント
・空き店舗活用
・中活ソフト事業の立案
・中活施設の経営
・若手市民の参画

市からの委託を受け、
隊員活動をコーディネート
※１人あたり年間150万円を上限

…住居費、研修費、交通費、
消耗品、コーディネート経費

遠野の魅力
を面で発信し
人材を獲得

8名〜15名
受入

ホップ農家になる

どぶろく醸造家

ツーリズムで起業

林業（馬搬）で起業

起業（テーマ自由型）

中学校跡地活用で起業

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

農業や商店の事業継承型
（わさび、ヤマメ、畜産、果樹etc）

マッチング / 各組織に派遣

シェフ育成・食で起業

大規模園芸団地

ホップバスターズ

中心市街地で起業

観光振興で起業

ｸﾗﾌﾄﾋﾞｰﾙ醸造家

２

２

株式会社
ネクストコモンズ



H27 H28 H29 H30 Ｒ元

ホップ・ビール
プロジェクト

ホップ農家

藪内慎也

近藤弘和

里見一彦

中村友隆

金井要樹

クラフトビール
醸造所

袴田大輔

太田 睦

ビールの里
企画・運営

田村淳一

上西尚宏

ビアツーリズム

美浦純子

（着任前）

ツーリズム・ホップ農協 渡部智秋

発酵・遠野の
食
プロジェクト

どぶろく蔵人 八重樫海人

発酵文化の発信

レナータ・ピアッツア

九鬼なつみ

遠野の食 藤田紘子

H29.４月ホップ農家として就農

H29.7月市内就職

地域おこし協力隊の任用実績について①３

３

Ｈ30.11月会社設立

Ｈ30.5月遠野醸造
オープン

市内就職調整中

魅力発信
プロジェクト

旧上郷中学校担当 山田泰平

デザイン 橋本亮子

地域の魅力発信
（Ｔｏ Ｋｎｏｗ）

富川 岳

及川敏恵

テクノロジー 堀 宏行

まちづくり
プロジェクト

まちおこし・起業支援 室井舞花

低コスト住宅開発 小関 直

物産・観光振興担当

宮本拓海

（募集中）

Ｈ30.11月市内就職

H27 H28 H29 H30 Ｒ元

地域おこし協力隊の任用実績について②３

H31.４月市内就職

○地域おこし協力隊の任用実績 ２３人 ※うち起業型隊員（Ｈ28～）21人

○現在活動中の隊員 １５人
○市内定着率 68.8％（令和元年度末見込）

・・・ 16人中11人

（１） 昨年度末までに任期満了、途中で退職した隊員 ８人中４人
（2） 今年度中に任期満了（８月末６人、来年３月末２人）となる隊員 ８人中７人

個人事業開業

４

起業検討中

起業検討中



１ 市内人口の増 36人
(1) 転入者 30人 （隊員、隊員の家族、コーディネート機関）
(2) 出生数 ６人

２ 新規創業数 ４件
(1) 株式会社Next Commons（コーディネート、まちづくり支援）
(2) 株式会社遠野醸造（クラフトビール製造、飲食店）
(3) 株式会社Brew Good（ビールの里プロデュース）
(4) 富川屋（地域の魅力プロデュース・個人事業主）

３ 新規雇用者数 ６人

４ 空き店舗・空き家活用数 11件
(1) 空き店舗 ４件
(2) 空き家 ７件

５ 中心市街地への民間投資額 約5,000万円

１ 市内人口の増 36人
(1) 転入者 30人 （隊員、隊員の家族、コーディネート機関）
(2) 出生数 ６人

２ 新規創業数 ４件
(1) 株式会社Next Commons（コーディネート、まちづくり支援）
(2) 株式会社遠野醸造（クラフトビール製造、飲食店）
(3) 株式会社Brew Good（ビールの里プロデュース）
(4) 富川屋（地域の魅力プロデュース・個人事業主）

３ 新規雇用者数 ６人

４ 空き店舗・空き家活用数 11件
(1) 空き店舗 ４件
(2) 空き家 ７件

５ 中心市街地への民間投資額 約5,000万円

５

遠野ローカルベンチャー事業の成果について４

















 

 

11 東京 2020 オリ・パラ開催に向けた当市の 

取組について





1

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
開催に向けた当市の取組について

遠野市民センター パラリンピック推進室

国体記念公園市民サッカー場クラブハウス新築工事の概要

【施設の概要】
・延べ面積 218.61㎡

・構 造 １階：ＲＣ造

２階：大断面集成材造

・諸 室

ロッカールーム：４室（シャワー有）

トイレ（男子・女子・多目的）

会議室：２室

観戦スペース ※施設２階

【工期】
・平成31年２月26日から令和元年７月12日

2

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、ホストタウンであるブラ
ジルのパラリンピック競技５人制サッカーの事前合宿を行うに当たり、必要な施設整
備を行うとともに、2020年以降のスポーツ振興、地域活性化を図ることを目的に整備。



国体記念公園市民サッカー場Ｂ面改修工事の概要

【工事の概要】
・ロングパイル人工芝舗装工 Ａ＝11,500㎡

・高密度人工芝舗装工 Ａ＝94.0㎡

・ラインマーク工（少年用） Ｎ＝２面

・暗渠排水工 Ｎ＝１式

【工期】
・令和元年８月１日から令和２年３月25日

3

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として、市民のスポーツへ
の機運が高まる中、施設内の一体的な整備により、競技力の更なる向上、身近にス
ポーツを楽しむことができる環境整備、ひいては地域間・世代間交流による地域活性
化を図ることを目的に整備。

５人制サッカーブラジル代表チーム事前合宿の受入

4

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、日本でのコンディショ
ニング確認や生活に慣れることなどを目的に事前合宿を実施。練習のほか、市内の児
童生徒を始め、市民との交流、遠野の文化体験など交流イベントも実施。

合宿に向けた市民参加の取組
児童生徒
●障がい者理解教室（白杖体験、アイマスク体験、
ブラインドサッカー体験）

●ブラジルを知る異文化理解教室
●中学生・高校生による遠野を知り、遠野を伝える
「ホストタウン交流プロジェクト」

●中学生による機運醸成番組の制作

商店街・企業 等
●ペナント製作、店舗等への配布
●商店街・店舗等へののぼり・ペナント設置
●ホストタウンフェアの開催
●企業との連携によるスポーツ・異文化・食等の教室
開催

「Força Brasil!（フォルサブラジル）」

ホストタウンフェアの開催

商店街へのペナント設置



５人制サッカーブラジル代表チーム事前合宿の受入

5

合宿時の交流イベント
●歓迎交流会（7/6）
・ブラジル大使館、県内サッカー関係者、遠野市民

●お別れパーティー（7/16）
・遠野市民

●パラスポーツ体験会（7/7）
・順天堂大学、コルジャ仙台（ブラインドサッカー、
アンプティサッカー、ボッチャ、シッティングバレー 等）

●市内中学生との交流（7/10、16）
・市内３中学校への訪問

●日本の文化体験交流（7/11）
・郷土芸能体験（しし踊り）

歓迎交流会

学校訪問

サンバでお別れパーティー

練習風景
●中学生による歓迎、応援
●ボランティアによる運営補助（中学生・高校生・市内
企業等）

●高校生による練習協力

中学生による歓迎

取組の様子（【写真】事前合宿の受入）

6



取組の様子（【新聞記事】事前合宿の受入）

7

【2019年６月27日（木）日刊スポーツ】

パラリンピック特集

取組の様子（【新聞記事】事前合宿の受入）

8

【2019年７月13日（土）岩手日報朝刊】
学校訪問、しし踊り体験



共生社会ホストタウンとしての取組

9

パラリンピアンとの交流を通じて、ユニバーサルデザインの街づくり及び心のバリ
アフリーの取組を実施。パラリンピックに向けた機運を醸成するとともに、障がいの
ある選手等と直に接することで市民の意識を変え、共生社会を実現する機会とする。

高校生による障がい者理解教室

障がい者理解教育の実施
●パラスポーツ体験
・市内小中学校、イベント（ブラサカ、ボッチャ、義足体験等）
※7/7 パラスポーツ体験会（ブラインドサッカー、アンプティサッカー、シッティ

ングバレー、ボッチャ）

・『遠野物語』プロジェクト

●パラリンピアンによる体験型授業
・あすチャレ！school 市内小中学校
（ゴールボール、車いす陸上等）

パラリンピアン体験型授業

障がい者理解研修

障がい者理解教育の実施
●パラスポーツ体験
●障がい者理解研修の実施

取組の様子（【新聞記事】共生社会ホストタウン）

【2018年11月25日（水）岩手日報朝刊】

一般市民向けブラインドサッカー体験

【2018年10月10日（水）岩手日報朝刊】

市内小学校・高校生によるアイマスク・
ブラインドサッカー体験





 

 

13 高校再編の状況と取組について

 





高校再編の
状況と取組み

～県高校再編計画に係る昨年度以降の報告～

高校再編を考える
市町村長懇談会を開催

平成30年４月10日 県議会棟会議室

県内市町村長２８名参加

県議会議長ほか県議４１名参加
講演：早稲田大学 宮口侗廸名誉教授

◆過疎地域における高校少人数学級導入と教委員定数確保

◆新たな判断基準に基づく小規模高校の存続

高校存続に『岩手モデル』実現の必要性を共通認識

１



前期高校再編計画の見直し
平成30年５月２４日

県教委が２０２０年度統合予定校の
一部統合時期の延期を発表！

※ 入学者数の改善と地域との地方創生の取組を評価

２

対象高校 当初統合時期 見直し後統合時期

遠 野 高 校
遠野緑峰高校

２０２０年度 ２０２２年度

統合見直時期：２０２０年春の入学生徒数確定後に先送り

岩手の高校教育を考える
市町村長懇談会を設立

平成30年10月15日 県議会棟会議室

全市町村長３３名が加入
県議会議長ほか県議３２名出席
講演：大正大学地域構想研究所

浦崎太郎教授

◆新たな高校教育「岩手モデル」の実現に向け始動

◆県と市町村のさらなる連携と情報共有

全市町村で『高校教育の改革』に取組む

３



『岩手の高校教育を
考えるフォーラム』を開催

◆ 日時：平成３１年４月１７日 会場：プラザおでって

参加者数：１４２名（県・市町村・市町村教委・一般参加者・・・等）

主催：岩手の高校教育を考える市町村長懇談会

共催：市長会、町村会 後援：岩手県議会、岩手県教育委員会

・基調講演 /島根大学教職大学院 中村怜詞准教授

『地域との連携による高校魅力化と学校の変化』

・パネルディスカッション /大正大学地域構想研究所 浦崎太郎教授ほか

テーマ 『地域との協働による公立高校の可能性』

４

県高校再編（後期）計画の
策定作業に着手

平成３０年１２月「後期計画」の検討を開始
策定スケジュール

◆後期計画策定に向けた地域検討会議 （対象：地域代表者）

平成３０年度 ・・・・・・・・・・各ブロック １回

令和元年度 ・・・・・・・・・・各ブロック ３回

◆後期計画の策定に向けた意見交換会 （対象：一般県民）

令和元年度 ・・・・・・・・・・各ブロック ２回

◆出前説明会 （市民会議が９月開催を申し入れ）

◆後期計画策定時期 令和２年（２０２０年）時期未定

５



高校再編（後期）計画策定に
係る地域検討会議への対応

釜石・遠野ブロック （県内９ブロックで会議）

釜石市 遠野市 大槌町 の３市町で構成

地域代表者による意見・提言を展開

市 長 教育長 松田惠市さん（市Ｐ連会長）

菅原一雄さん（農林業代表）佐々木栄洋さん（商工業代表）

小向敏夫さん（中学校長代表） の６名が対応

６

後期計画の策定に向けた
地域検討会議

釜石・遠野ブロック地域検討会議（第１回）

平成30年12月27日 釜石市民ホール

【意見交換テーマ】

中山間地・沿岸部における今後の高校のあり方について

釜石・遠野ブロック地域検討会議（第２回）

令和元年５月１７日 あえりあ遠野交流ホール

【意見交換テーマ】

① 小規模校のあり方について ② 少人数学級について

７



後期計画の策定に向けた
地域検討会議 /意見交換会

釜石・遠野ブロック地域検討会議（第３回）：予定

令和元年８月８日（木）14：00～ 釜石地区合同庁舎４階大会議室

【意見交換テーマ】

各地域における学校・学科の配置について

釜石・遠野ブロック意見交換会（第１回）：予定

令和元年８月８日（木）18：00～ 釜石高校

【意見交換テーマ】

各地域の高校及び学科の配置のあり方について・・・等

８

高校再編計画（後期計画）
に関する出前説明会を開催

高校再編を考える市民会議が開催を申し入れ

日程 ：令和元年９月17日(火）

場所 ： あえりあ遠野 ２階 交流ホール

時間 ： 18：00～開始

説明会の内容
【県の説明】 高校再編計画の概要、策定の経緯…等

地域の高校等の状況

【意見交換】 一般市民との質疑・意見交換

９



高校教育に係る国の動向

◆ まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９
【 Ｒ１.６.２１閣議決定 】

《各分野の当面の主要な取組み 》

・高等学校等における「ふるさと教育」などの地域課題

の解決等を通じた探究的な学び、地域留学、グロー

カル人材育成など、地方創生のための取組みを推進

する。

✤ 遠野高校/緑峰高校がプロジェクトとして実践している

１０

高校教育に係る国の動向

◆経済財政運営と改革の基本方針２０１９
（骨太の方針） 【 Ｒ１.６.２１閣議決定 】

《人づくり革命、働き方改革、所得向上策の推進 》

・初等中等教育改革

多様な高校教育： 特色ある教育のための類型化などの

普通科改革。 高大連携。

地域・グローバル人材の育成。

✤ 遠野高校/緑峰高校がプロジェクトとして実践している

１１



高校再編計画に関わる
今後の遠野市の取組

◆ （仮称）高校魅力化市民フォーラムの開催

日時 ：令和元年１１月２３日（祝） １３：００～

場所 ：あえりあ遠野 ２階交流ホール

主催 ：遠野市、市教育委員会、高校再編を考える市民会議

内容 ：基調講演 大正大学地域構想研究所 浦崎太郎教授

パネルディスカッション

高校生による高校魅力化活動実践発表・・・等

１２

岩手の高校教育を考える
市町村長懇談会の今後の取組

◆新たな高校教育『岩手モデル』を提言

県の高校再編（後期）計画策定作業に連動し、

地域における持続可能で望ましい高校教育の

あり方について提言書として取りまとめ、提案

行動に取組む予定。

１３









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和元年 5 月 18 日（土） 岩手日報 1 面 

令和元年 5 月 18 日（土） 岩手日報 4 面 



令和元年 6 月 9 日（日曜日） 岩手日報 9 面 

 

  





令和元年 7 月 2 日（火曜日） 岩手日報 25 面 
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